
 
 

第20 回アジア競技大会・第５回アジアパラ競技大会 

の開催に向けた検討状況及び今後の取組について 

 

 

＜大会の概要＞ 

 

１ 組織委員会の取組 

（1 ）アジアパラ競技大会の開催決定を踏まえた取組の実施 

〔2022年度〕 

・組織委員会の定款に「第５回アジアパラ競技大会の準備・運営に関する事業」

を追加することについて、内閣府の変更認定を受けたことを踏まえて、法人

名称を11月1日付で「（公財）愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織

委員会」に変更 

・アジア競技大会の運営に関する諸計画作成（競技、輸送・宿泊等）等におい

て、アジアパラ競技大会の運営対応も反映 

〔2023年度〕 

・アジア競技大会と一体的な取組を実施 

（2 ）競技及び競技会場の検討（別添１参照） 

〔2022年度〕 

・未決定の競技については、ＯＣＡやＡＰＣとの調整を継続実施 

・仮決定済の競技会場については、関係者動線を想定し、運営諸室等の配置計

画（会場ブロックプラン）を順次作成中 

・未決定の競技会場については、競技団体や施設所有者等との調整を継続実施 

・練習会場については、会場確保に向けて、競技団体や施設所有者等との調整

を実施中 

・競技会場の共通仮設物の標準仕様の作成等、仮設整備の基本設計に向けた調

査・検討を実施中 

 アジア競技大会 アジアパラ競技大会 

主 催 者 
アジア・オリンピック評議会 

（ＯＣＡ） 
アジアパラリンピック委員会 

（ＡＰＣ） 

開 催 期 間 
2026年 9月 19日(土) 

～10月 4日(日) 
2026年 10月の７日間（想定） 

参加国・地域 ＯＣＡ加盟の45の国と地域 ＡＰＣ加盟の45の国と地域 

資料７ 

1



 
 

〔2023年度〕 

・未決定の競技については、ＯＣＡやＡＰＣとの調整を継続実施 

・未決定の競技会場については、競技団体や施設所有者等との調整を継続実施 

・モデル会場で大会当日を想定した図上演習を行い、モデルの会場運営計画を

策定。また、他の会場で会場運営計画を策定する際の検討項目や確認項目を

まとめた会場運営計画策定マニュアルを作成 

・2024年度から実施予定の競技会場仮設整備の実施設計に向けて、競技会場仮

設整備の基本設計を実施 

（3 ）選手村の整備 

〔2022年度〕 

・2021年度に作成した選手村施設計画を基に、運営方法・動線等について検討中 

・後利用施設（マンション、複合福祉施設等）を、大会時にメイン選手村として

一時使用するための基本設計（選手村仕様基本設計）を実施中 

・各施設で提供されるサービスや機能の運営方法や動線等を整理し、選手村運

営基本構想を作成中 

〔2023年度〕 

・選手村運営基本構想を基に、仮設施設の基本設計を実施 

・後利用施設の選手村仕様基本設計を踏まえ、実施設計を実施 

（4 ）輸送・宿泊等の運営計画の検討 

〔2022年度〕 

・競技会場輸送（宿泊施設‐競技会場間の輸送）に関する調査結果を踏まえ、輸

送計画を作成するため、輸送手段や輸送ルートを検討中 

・宿泊施設調査の結果を基に、大会関係者や選手村から離れた競技会場で競技を

行う選手やチームの役員が利用する候補施設を選定し、仮配宿計画を作成中 

・警備の実施範囲や組織構成、警備対策等を記載した警備ガイドラインVer.1及

び競技会場の警備計画（2022年度：10会場程度を想定）を順次作成中 

・報道関係者及び放送事業者の活動拠点となるメインメディアセンターの設置

に向け、機能・規模を整理し、基本計画を作成中 

〔2023年度〕 

・大会関係者輸送に関するバス運行計画、車両・運転手確保及び運行管理体制

の検討、輸送車両を管理するための拠点計画の策定、仮配宿計画を踏まえた

輸送拠点間の輸送ルートの検討等を実施 

・引き続き競技会場の警備計画（2022年度作成会場以外、パラ会場も含む）及び

警備ガイドラインVer.1からより精度を上げた警備ガイドラインVer.2を作成 
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・仮配宿計画に基づき、各宿泊施設との交渉を開始 

・報道関係者及び放送事業者の活動拠点となるメインメディアセンターの設置

に向け、建築、電力、空調などの仕様を検討 

・大会の運営支援や競技結果を収集・管理・配信する大会情報システムの設計を開始 

（5 ）広報・ＰＲ及び他団体との連携 

〔2022年度〕 

・ＳＮＳ・ウェブサイト等による時機を捉えた広報・ＰＲを継続実施 

・大会の盛上げや学生の大会運営等への参加を促進するため、全国規模での大学と

の連携協定締結を目指し、愛知県内の大学と調整中 

〔2023年度〕 

・アジアパラ競技大会のエンブレムを制作するほか、両大会マスコット等の制

作を開始 

・杭州大会の盛り上がりを活用したＰＲやＳＮＳ・ウェブサイト等による時機

を捉えた広報・ＰＲを継続実施 

（6 ）マーケティング活動の実施 

〔2022年度〕 

・スポンサー（パートナー）獲得等を担う代理店の候補事業者との契約に向け

調整中 

〔2023年度〕 

・スポンサー（パートナー）候補企業へのセールスを実施 

 

２ 開催都市の取組 

（1 ）開催機運の醸成 

〔2022年度〕 

・県内で実施される大規模スポーツ大会や、各市町村でのイベント等にてブース出展を実施 

・新たにアジアパラ競技大会に係るＰＲ用ポスター、チラシ、ノベルティを作成。

小中学生に対するＰＲも実施予定 

〔2023年度〕 

・杭州大会を盛り上げるとともに、愛知・名古屋大会への関心を高めるためのオ

フィシャルファンランを愛知県内で実施 

・杭州大会閉会式に知事・市長が出席し、フラッグハンドオーバーセレモニーで大会

旗を引き継ぐとともに、愛知・名古屋の歴史や伝統文化、産業といった多彩な魅力

のＰＲを実施。引き継いだ大会旗を県内で披露するフラッグツアーも実施 
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・愛知・名古屋大会開幕1000日前の2023年12月24日から、カウントダウンパネル

ボードを設置 

・県内で実施される大規模スポーツ大会や、各市町村でのイベント等にてブース

出展を実施予定。小中学生に対するＰＲも実施 

（2 ）アジアパラ競技大会の開催準備 

〔2022年度〕 

・アジアパラリンピック委員会（ＡＰＣ）臨時理事会において、第５回アジアパ

ラ競技大会の愛知・名古屋での開催が決定 

・開催都市契約の締結に向け、ＡＰＣと調整・協議を実施 

〔2023年度〕 

・県、市、日本パラスポーツ協会（ＪＰＳＡ）、組織委員会とＡＰＣで開催都市

契約を締結 

（3 ）開催都市における大会運営 

〔2023年度〕 

・各競技会場の最寄駅等から競技会場までの観客輸送や警備計画の検討を開始 

（4 ）メイン選手村の後利用事業の推進 

〔2022年度〕 

・2022年４月、名古屋競馬場が弥富市に移転。跡地（新場外馬券売場用地除く）

について、県・市と愛知県競馬組合で無償譲渡契約を６月議会の議決を経て締

結。７月から、県・市による基盤整備工事（造成、道路築造等）に着手 

・県、市、組織委員会、契約候補事業者において、８月末に「選手村後利用事業

基本計画協定」を締結 

〔2023年度〕 

・県・市による基盤整備工事（造成、地区内道路、雨水貯留施設、ライフライン

整備）を実施（別添２参照） 

・後利用事業者において、選手村施設として活用予定の施設の実施設計を実施 

（5 ）アジア・アジアパラ競技大会に関する懇談会の開催 

〔2022年度〕 

・大会開催にあたり、東京2020大会後の国際スポーツ大会のあり方についての新

たな理念を構築するため、「アジア・アジアパラ競技大会に関する懇談会」の

第１回懇談会を11月21日に開催し、幅広い分野の専門家から意見を聴取 

〔2023年度〕 

・時代のニーズに応えた「愛知・名古屋モデル」の確立に向け、懇談会を継続開催 
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３ 組織委員会・開催都市の取組 

バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進 

〔2022年度〕 

・競技会場や競技会場までのアクセスルートなどを対象に、関係者（学識経験者、

障害者団体、公共交通事業者等）と協力し、ハード・ソフトの対応策等を検討 

〔2023年度〕 

・引き続き、ハード・ソフトの対応策等を検討 

 

４ アジア・アジアパラ競技大会を契機とした取組 

（1 ）レガシー 

 ＜愛知県＞ 

〔2022年度〕 

・地元企業等へ大会をＰＲするため、県内で開催されるメッセナゴヤ2022等に

ＰＲブース等を出展 

・アジア各国と県内市町村、商工会議所等地域団体との交流事業を実施中 

・スポーツボランティアの募集・育成等に係る業務を、県内市町村等を対象

にモデル的に実施中 

・第５回アジアパラ競技大会が開催決定したことを踏まえ、有識者会議を実施す

るなど、地域活性化ビジョンの改訂に向けた検討を実施中 

 
〔2023年度〕  

・アジアと市町村等の国際交流を推進するためのシンポジウムを開催し、様々な

交流事例を紹介することで、アジア各国と市町村のマッチングを支援 

・障害への理解促進を図るため、共生社会の実現に向けたセミナーを競技会場の

ある自治体等で開催 

＜名古屋市＞ 

〔2022  年度〕 

・2019  年10 月に策定した「2026  アジア競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョン」に掲載

した取組を各局において推進 

・主な取組として、愛知・名古屋大会のメイン会場である瑞穂公園陸上競技
場への各旅客施設からの経路等のバリアフリー化を重点的・一体的に推進
するため、2022年11月に「瑞穂公園陸上競技場地区バリアフリー基本構想」
を策定 
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〔2023  年度〕 

・2022  年度に引き続き、2019  年10 月に策定した「2026  アジア競技大会ＮＡＧＯ

ＹＡビジョン」や「瑞穂公園陸上競技場地区バリアフリー基本構想」に掲載

した取組を各局において推進 

（2 ）アスリートの発掘・育成・強化 

ア あいちトップアスリートアカデミー 

〔2022年度〕 

・県内５会場で選考会を実施し、1,127名の応募者から、キッズ39名、ジュニ

ア56名、ユース13名、パラアスリート部門９名を選考 

・７月18日に開講式を開催し、2023年３月18日までアカデミー活動を実施予定 

・アカデミー修了生２名が、インターハイや国民体育大会に出場 

〔2023年度〕 

・キッズ40名、ジュニア60名、ユース30名、パラアスリート部門12名程度

を募集予定 

イ オリンピック・アジア競技大会等選手強化 

〔2022・2023年度〕 

・オリンピックやアジア競技大会等で活躍する本県ゆかりの選手（パラ選手を

含む）を育成するため、強化指定選手を選考し、競技用具費や遠征費等の強

化費を補助（2022年度：182名 2023年度180名程度） 

・2022年度強化指定選手のうち、４名が世界選手権等で３位以内に入賞 

 

（3 ）瑞穂公園の整備 ＜名古屋市＞ 

〔2022  年度〕 

・2021  年度に引き続き陸上競技場を含む瑞穂公園の設計を実施するとともに、陸

上競技場の取壊し工事を実施 

〔2023  年度〕 

・陸上競技場の建設を含む瑞穂公園の整備工事に着手 

（4 ）愛知県新体育館（愛知国際アリーナ）の整備 

〔2022年度〕 

・ＰＦＩ手法の「ＢＴコンセッション方式」により、設計・建設から維持管理・

運営を一体として民間事業者（株式会社愛知国際アリーナ）が実施することと

しており、2025 年夏の開業に向け、昨年７月から本体工事に着手するととも

に、開業準備を推進 
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・条例を改正し、新体育館の設置及び管理に関する規定を追加 

〔2023年度〕 

・引き続き、建設工事及び開業準備等を推進 

（5 ）市町村施設改修への補助 

〔2022年度〕 

・アジア競技大会の会場となる施設において、所有する市町村が開催に必要な照

明のＬＥＤ化、バリアフリー化等の改修を行った場合に、改修費用の一部を補

助する制度を創設 

・ウェーブスタジアム刈谷（刈谷市）及び西尾市総合体育館（西尾市）の２施設

（実施設計）に対し、補助を実施 

〔2023年度〕 
・引き続き、市町村が所有する競技施設の改修事業に対し、補助を実施 
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競技会場の検討状況一覧表 

 

≪開催都市契約に基づく実施競技≫ 

①2024 年パリオリンピックで実施される競技（開催都市であるパリが提案する競技を含む） 

②アジア 5 地域（中央アジア、東アジア、南アジア、東南アジア及び西アジア）での普及

を考慮して決定される 5 競技（各地域 1 競技） 

③ＯＣＡが提案する最大 2 競技 

④組織委員会が提案する最大 2 競技 

 
区分 競技 種別 仮決定会場 

パ
リ
オリンピック

実
施
32
競
技 

1 水泳 

競泳／飛込 ① 名古屋市総合体育館［レインボープール］ 

アーティスティックスイミング ② 古橋廣之進記念浜松市総合水泳場[ToBiO] 

水球 ③ 春日井市温水プール 

マラソンスイミング － 調整中 

2 アーチェリー   ④ 岡崎中央総合公園多目的広場他 

3 陸上競技 

（トラック／フィールド） ⑤ 名古屋市瑞穂公園陸上競技場 

（マラソン） ⑤ 名古屋市瑞穂公園陸上競技場（都心コース） 

（競歩） ⑥ 愛知県庁・名古屋市役所周辺コース 

4 バドミントン   ⑦ 一宮市総合体育館 

5 バスケットボール 
５×５ 

⑧ ウィングアリーナ刈谷 

－ 調整中 

３×３ － 調整中 

6 ボクシング   ⑨ 西尾市総合体育館 

7 カヌー・カヤック 
スプリント ⑩ 長良川国際レガッタコース 

スラローム ⑪ 矢作川カヌースラロームコース 

8 自転車競技 

トラックレース ⑫ 伊豆ベロドローム 

ロードレース ⑬ 新城市内発着コース 

マウンテンバイク ⑭ 小幡緑地 

BMX レース － 調整中 

BMX フリースタイル － 調整中 

9 馬術 馬場馬術／総合馬術／障害馬術 ⑮ 愛知県森林公園 

10 フェンシング   ⑯ 愛知県国際展示場［Aichi Sky Expo］ 

11 サッカー 

  ⑰ 豊田スタジアム 

  ⑱ 名古屋市港サッカー場 

  ⑲ ウェーブスタジアム刈谷 

  ⑳ 名古屋市瑞穂公園ラグビー場 

  ㉑ 長良川競技場 

  ㉒ 小笠山総合運動公園エコパスタジアム 

  ㉓ 京都府立京都スタジアム 

  ㉔ 長居陸上競技場 

  ㉕ ユニバー記念競技場 

12 ゴルフ   ㉖ 愛知カンツリー倶楽部東山コース 

13 体操 体操／新体操／トランポリン ㉗ 名古屋市総合体育館［レインボーホール］ 

14 ハンドボール 
  
  

㉘ 春日井市総合体育館 

㉙ 名古屋市稲永スポーツセンター 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

区分 競技 種別 仮決定会場 

パ
リ
オリンピック

実
施
32
競
技 

15 ホッケー   ㉚ 岐阜県グリーンスタジアム 

16 柔道   ㉛ 愛知県新体育館[愛知国際アリーナ] 

17 近代五種 

（レーザーラン／馬術） ⑮ 愛知県森林公園 

（フェンシング） ㉘ 春日井市総合体育館 

（水泳） ③ 春日井市温水プール 

18 ボート   ⑩ 長良川国際レガッタコース 

19 ラグビー   ⑳ 名古屋市瑞穂公園ラグビー場 

20 セーリング   ㉜ 海陽ヨットハーバー 

21 射撃 （ピストル／ライフル／クレー） ㉝ 愛知県総合射撃場 

22 卓球   ㉞ スカイホール豊田 

23 テコンドー   ㉟ 豊橋市総合体育館 

24 テニス   ㊱ 名古屋市東山公園テニスセンター 

25 トライアスロン  ㊲ 名古屋港ガーデンふ頭周辺コース 

26 バレーボール 
バレーボール 

㊳ 岡崎中央総合公園総合体育館 

㊴ 小牧市スポーツ公園総合体育館 

ビーチバレーボール ㊵ 碧南緑地ビーチコート 

27 ウエイトリフティング ㊶ 名古屋市中小企業振興会館 

28 レスリング フリースタイル／グレコローマンスタイル ㉛ 愛知県新体育館[愛知国際アリーナ] 

29 ブレイキン   － 調整中 

30 スケートボード ⑯ 愛知県国際展示場［Aichi Sky Expo］ 

31 スポーツクライミング ㊷ 名古屋市国際展示場[ポートメッセなごや] 

32 サーフィン   ㊸ 田原市赤羽根町大石海岸（ロングビーチ）他 

 

別添１ 

競技会場マップ(仮決定会場) 

（注）仮決定した競技会場については、パリオリンピック実施種別の決定状況、ＯＣＡやアジア競技連盟（ＡＦ）等との調整及び新たな施設の整備等により、変更の可能性あり 



選手村後利用基盤整備事業 

１ 概要 

  2026 年に開催する第 20 回アジア競技大会・第 5 回アジアパラ競

技大会のメイン選手村である名古屋競馬場跡地(名古屋市港区)にお

いて、土地区画整理手法を用い、都市基盤整備を実施している。 
  ・事 業 名：名古屋市泰明町土地区画整理事業 
  ・施 行 者：愛知県、名古屋市 

・事業期間：2021 年度～2030 年度（10 カ年） 

  ・施行面積：23.1ha（競馬場跡地 20.7ha＋周辺道路面積 2.4ha） 

 後利用事業区域・・・・・・・・・ 15.1ha 

 新場外馬券売場・・・・・・・・・ 2.9ha 

 公共用地（道路、公園）・・・・・・ 5.1ha 
  

 

２ 2023～2025 年度実施事業 

 （１）基盤整備工事 
  ・概要 

アジア・アジアパラ競技大会メイン選手村として活用できる

よう、造成、地区内道路の新設、外周道路の改良、電線共同溝

などを実施。 

・主な工種 
整地土工、道路土工、舗装工、排水構造物工、 
電線共同溝工 等 

・スケジュール 
2022 年 12 月 

2023 年  2 月 

2         023 年  3 月 
  

（２）雨水貯留施設整備工事 
  ・概要 

土地区画整理後も、治水機能を確保するため、新たに雨水

貯留施設を設置。（2022 年度から 2025 年度に実施） 

 

 

３ 工事計画図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別添２ 

・・・ 工事請負仮契約 
・・・ 工事に係る地元説明会 
・・・ 工事請負契約（２月市会議決後） 

＜現場状況写真＞ 

▲ 基盤整備工事

▲ 雨水貯留施設整備工事 

１

2 

東海橋線 競馬場前 

交差点 

造成 

造成 

道路拡幅 

道路築造 

造成 

道路拡幅 

道路築造 

造成 

2 

１

造成 

道路拡幅・右折レーン延伸・電線共同溝 

道路拡幅 

左折レーン設置 

右折レーン延伸 

道路築造・電線共同溝 

造成 

2023～2025 年度・基盤整備工事 

2022 年度・基盤整備工事 

公共施設（道路、公園） 



2023年度

開催までの主な取組予定
区分 2022年度 2024～2026年度

競技・
競技会場

選手村

輸送

宿泊

警備

情報・メディア

広報・ＰＲ

マーケティング

開
催
都
市

主
な
事
業

開催機運の醸成

開催都市における
大会運営

組
織
委
員
会

組織委員会の運営

主
な
事
業

アスリートの発掘・育成・強化
＜県予算＞

組

織

委

・

開

催

都

市

バリアフリー・ユニバーサル
デザインの推進

選手村後利用

開催都市の取組

レガシー

強化選手事業

ビジョンの推進・取組の具体化

アジア・アジアパラ競技大会に関する懇談会

第１回懇談会（11月） ●
懇談会の開催

● 1000日前イベントの実施

警備ガイドラインVer.1作成

警備計画作成（逐次改定）

警備ガイドライン作成（逐次改定）

大会情報システム要件定義 設計 開発 運用(一部先行稼働)

競技の決定・会場の仮決定

組織拡充・強化

公式グッズ販売開始

選手エントリーＯＣＡや各競技団体の会場確認等

チケット販売

仮設

撤去

仮設撤去

・

後利用施設

復旧

テストイベント実施

（各企業へのアプローチ） スポンサー交渉

広報・ＰＲ

聖火リレー

実施設計・工事共通仮設物標準仕様の作成等

仮配宿計画作成 配宿管理

別添３

杭州との共同ＰＲ

メインメディアセンター（ＭＭＣ）基本計画作成 基本設計 実施設計 工事

県内での機運醸成

フラッグツアーの実施

● ファンランの実施

競技プログラム決定

基本設計

宿泊施設との交渉・契約

実施計画・運営マニュアル作成 運営テスト選手村運営基本構想 基本計画作成

実施設計・工事（仮設施設整備・後利用施設選手村仕様工事）選手村整備基本設計

● 杭州大会に合わせた広報・ＰＲ

● 杭州大会に合わせた広報・ＰＲ

● 競馬場移転・暫定場外馬券売場供用

輸送計画Ver.1作成 運行計画作成輸送計画Ver.2作成

● 新場外馬券売場供用

仮設

撤去

後利用施設設計 後利用施設工事

アンバサダーの活用

対応策等の検討 対応策等の実施

基盤整備工事（造成等）

● ＰＲアンバサダー任命

● 第５回アジアパラ競技大会開催決定（4月）

開催都市契約締結ＡＰＣとの協議

輸送計画の作成 運行計画の作成観客輸送の検討

● ガイドライン策定

第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
・
第
５
回
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

(

愛
知
・
名
古
屋
）

●基本計画協定締結（8月）

あいちトップアスリートアカデミー

ＮＡＧＯＹＡビジョンの推進

第
19
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
・
第
４
回
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

（
中
国
・
杭
州
）

造成、地区内道路・雨水貯留施設・ライフライン整備等

● 地域活性化ビジョンの改訂

（アジアパラ反映）

大会施設外の警備計画の策定

フラッグハンドオーバーセレモニーの実施 ●

アジアパラ競技大会エンブレムの作成

大会マスコットの検討・作成

● 組織名称を「愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会」に変更（11月）

（県）

（市）

  


